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らに、ローター厚さを変えた場合の復元力、およびブレーキトルク特性を求め、エアギャップが 6 mm の場合はロー
ター厚さが 5 mm、エアギャップが 12 mm の場合ではローター厚さは 7 mm が最適であることを明らかにしている。
それに加えて、⑴ で明らかにしたローターの最大移動範囲とエアギャップを比較した場合、エアギャップが 12 mm
と 6 mm のどちらの場合においても、浮上条件を満たすことを明らかにしている。 
⑶ 実際に装置を製作して、復元力とブレーキトルクを測定し、変位と回転数に対する復元力とブレーキトルク特性
を求め、復元力は変位に対して比例的に増加し、ブレーキトルクは変位によらずほとんど一定であることを明らかに
している。 
⑷ 磁気軸受のブレーキトルクを減少させるために、磁束と渦電流の分布を変化させる補助磁石を取り付けたモデル
を考案し、復元力を保持したままブレーキトルクを減少させることが可能となることを、電磁場解析、および実験で
明らかにしている。 
 以上のように、本論文ではコンパクトで長寿命が期待できるケミカルポンプの受動型磁気軸受に対して、有限要素
法を用いた電磁場解析と実験により復元力およびブレーキトルクの特性を初めて明らかにし、設計指針を示している。
さらにブレーキトルク低減のために補助磁石を導入するアイディアを提案しその有効性を電磁場解析と実験により
示している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
